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はじめに

主な活動

①一般相談

＊弟子屈町からの委託事業で保健師や事業所等関係者と連携を図り利用者の相談支援に努めた。

＊役場からの依頼で困難事例の利用者・家族等からの相談に応じ、必要な社会資源に繋げている。

②計画相談

＊サービス利用計画の作成・モニタリングを実施した。

＊サービス担当者会議を開いて関係者の意見を聞いたり調整を行った。

＊関係機関等への連絡調整を図った。

③自立支援協議会の事務

＊保健師と相談支援事業所を構成メンバーとする相談支援部会で活動し情報共有している。

④地域資源の改善・開発

＊介護サービスとの連携を図った。地域ケア会議にも参加し意見交換している。

＊福祉サービスにつながるまでの間、地活を利用するなど社会資源を活用した。

令和7年度特定計画相談支援・児童計画相談・モニタリング数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

計画作成 2 6 12 2 2 2 3 0 2 4 2 32 69

継続 18 14 39 17 19 46 20 21 52 16 19 22 303

計 20 20 51 19 21 48 23 21 54 20 21 54 372

　計画相談については、令和8年5月現在56名の利用者が登録している。また、児童の利用者は、35名計画相
談しており、合計91名の計画相談対象者となっており、昨年（82名） と比較し増えている。
　地域の障害を持つ方と繋がり、手帳の取得や難病医療費の申請、障害年金の申請など、今迄制度に繋がっ
ていなかった方の支援を行っている。
　相談支援事業所としては釧路総合振興局から基幹相談支援センターを標茶、厚岸、弟子屈の複数の相談支
援事業所で受けるという計画が進んでいる。
　町からの受託収益4,317,900円、計画相談が6,362,970円の事業収益となり、2年連続で10,000,000円を超え
た。今後も安定的に利用者対応を継続し、適性な収益維持に努めていく。

相談支援事業所「はしわたし」令和7年度事業報告
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所感として

　令和7年度は、計画相談は令和6年度と比べ計画作成変わらず69件、モニタリングは▲4件であった。新規利
用者が9名サービス利用に繋がっている。障害年金申請のサポート等も行い申立書の作成を数件手掛けてい
る。
　アルコール依存症の方をサービスに繋げるため、人の目が夜間もある釧路のグループホームへの入所をサ
ポートしており、町からの依頼で対応している。
　厚岸が本拠の田中医院が行っている放課後等デイサービス「といろべーす」が弟子屈町に進出となり、令和8
年4月から営業が開始され、それまで発達支援センター「もくば」の利用のみだった方が10件程度といろべーす
の併用となり、受給者証の作成や上限管理事業所の書類作成などでもサポートしている。今後も、といろべーす
と連携し児童が楽しく成長できるよう対応していく。
　今後、在宅で親と同居しているてつなぎ利用者様が、親の高齢化によりグループホームの必要性も高くなる事
が予想され、グループホームのニーズは増加している。また、研修を行っているが、研修計画を作成し、避難訓
練なども対応強化して行きたい。
　虐待防止研修の一環として職員のストレスチェック含むメンタルヘルス研修なども実施しており、法定化されて
いるBCP研修、感染症研修、虐待防止研修以外でも、BCPの避難訓練やハラスメント研修なども対応強化した
い。
　令和9年度から始まる予定の基幹相談支援センターの会議も弟子屈町、釧路総合振興局と連携して対応して
いく。
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　　　　　　管理者　　　幸村 理史

(生活支援員） 鑓野目 未香子

1.基本理念

① 利用される皆様にとって、落ち着く又は楽しいと感じられる場所である事。

② 活動を通して、充実感や達成感、社会との繋がりが持てる環境である事。

③ 他者との関りにおいて、互いに協力したり、思いやりの心を大切にする。

2.創作・生産活動援助目標

（１）活動に楽しく取り組める環境作りを行う。

（２）利用者様同士又は、支援員とも協力して創作を進め、協調性を養う。

（３）心配事や悩み事に寄り添い、自己解決へ促す。

（４）充実感や達成感へ繋がるような活動内容を考案する。

３.事業内容

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業委託業務

受託収益        3,960,000円/年 (消費税込み）

〇 創作活動・生産活動の機会の提供

〇 作品を商品化し販売することで、社会との交流を図る。

〇 レクリエーション活動の提供

〇 送迎及び買い物支援

〇

〇 安心できる環境作り

2 ー 1

心配事や悩み事に寄り添い、自己解決へ促す。

弟子屈町障害者等地域活動支援センター事業

令和7年度「ジャンプ」事業報告　

　

　今年度は新たに4名の方が利用されることとなり、一人一人の意向に沿えるよ

う、通所時間の調整等を行っています。情緒面や健康面に不安を抱えていること

で、活動や通所自体にも影響してしまう方が多く、会話を通して状況を把握し、

必要に応じて相談支援員や通院先の医師などの関係機関と連携を図りながら対応

しています。

　活動については、気分転換の為に集中出来る時間を作っている方や、販売する

ことを目標とし、作品として仕上げることにやりがいを感じている方など、目的

も様々であり、ニーズに合わせた支援に努めています。

振返り…



４．年間事業実績

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

身体 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

知的 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

精神 0 0 0 0 0 0 1 2 2 2 2 2 11

ひきこもり・不登校 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

発達障害 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 22

その他 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

合　計 8 8 9 9 9 9 10 10 10 11 11 11 115

開設日数 14 20 21 22 15 18 18 14 14 14 14 16 200

のべ開設時間 112 160 168 176 120 144 144 112 112 112 112 128 1600

延べ利用人数 54 43 48 32 51 54 57 50 45 50 54 63 601

1日平均利用人数 3.86 2.15 2.29 1.45 3.40 3.00 3.17 3.57 3.21 3.57 3.86 3.94 3.01

5．個別支援計画

面談（会話）を通して目標や課題、やってみたい事などを整理し、

実現のための方法を一緒に考え、支援した。

　モニタリング（評価）

活動を振り返り、計画と照らし合わせることで客観的に自身を把握し、今後の

活動や生活に活かせる様に話をする時間を設けた。

 6．年間活動報告

1） 創作活動における羊毛フェルトによるマスコット作り、編み物、ワイヤーや

レジンを使ったアレンジ商品、センター内の展示物の作成。

道の駅・ぴゅあめいど（MOO）・美容室等に作品を納品。

・好きなことや得意なことを活かしながら、個々が意欲を持ち活動する

　ことが出来た。

2） レクリエーション活動

・お花見や野鳥観察、ひまわり畑などへの外出、菜園の手入れや収穫、

　収穫した野菜を使った簡単な調理、お菓子作り等の機会を設け、季節の

　移り変わりを共有したり、気分転換へ繋げることが出来た。

・手作りのゲームやクイズなどを設定し、活動を行う中で興味の幅を広げ、

　協調性や社会性を身に付けられる様支援した。

3） 羊毛下処理の委託作業

・羊毛のゴミ取りや計量、機械を使い毛を整える一連の作業を責任を持ち取り組ん

　で下さり、依頼先の方と連携を取りながら作業出来た。

※令和７年4月～令和８年３月までの主な売上

道の駅　

ぴゅあめいど

ハイジばぁば

その他

計

¥113,691
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¥9,400

¥169,767

¥24,426

¥2,750美容室

¥19,500



令和７年度を振り返って

令和7年度　利用者通所状況

開所日数 365日

延べ利用者数 3,987人

延べ作業時間 16,974時間

1日あたりの平均利用者数 11.0人

椎茸課

便利屋課

石けん課

内職課
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¥7,796,237

¥4,476,555

¥164,499

¥1,667,290

令和7年度　各課の売上　

令和７年度　てつなぎ工房　事業報告

利用者　…　20名　　　職員8名

情報を共有し、利用者の体調を見ながら無理のないよう、作業を行っています。

＊工房全体の目標売上について

　便利屋班・内職班は、目標通り売上を伸ばしているが、椎茸班は昨年度から売上

が伸び悩んでおり今後の課題となっている。又、物価高騰により、各班の料金値

上げも検討している。

＊利用者・職員の健康管理について

　従前同様、精神的と利用者同士の人間関係など、グループホーム職員や相談員と



令和７年度を振り返って

令和7年度　便利屋売り上げ

令和7年度　石けん売り上げ （手数料を引く前の売上金額）

粉石けん
固形石けん

(大)

固形石けん

(小)

プリン・パウチ

石けん

ハネ固形石け

ん(大)

ハネ固形石け

ん(小)
売上金額

道の駅 44 81 126 82 ¥55,330

ぴゅあめいど 47 181 141 13 ¥67,260

Aコープ 10 20 20 ¥8,800

個人 38 106 5 1 ¥33,109

合計 139 388 292 96 0 0 ¥164,499
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令和７年度　てつなぎ工房　便利屋　事業報告

利用者　…　9名　　　担当職員4名

＊固定作業分に　古紙販売分201,299円・空缶販売分48,785円・古物商58,182円含む

＊一般作業分に　草刈り作業分   336,250円含む

　令和7年度は、2トントラックを増車し作業効率が良くなっている。売上は昨年比

一般作業が少ないことが課題です。

約377,000円上がっているが、固定作業2件と、古紙の夕刊分が無くなり、冬場の

ゴミ処理料(立替分) 610,710

合計 4,476,555

固定作業分 1,134,055
一般作業分 2,731,790

＊道の駅ペットボトル処理分(内職班)等含む



令和７年度を振り返って

＊目標と課題

令和７年度 てつなぎ工房 椎茸課 事業報告
利用者 … 9名   担当職員3名
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 昨年度よりAコープ・道の駅の売上は上がったが、令和7年度の売上は、約780万円と昨年度

より110万円ほど落ちています。原因は、猛暑の影響で9～11月の収穫量が減っており、今後

・毎年、夏場の猛暑で収穫量が下がるので、購入する菌床の数量を調整しながら上

 手くやっていく。

＊ 令和７年度 月別売上表

の課題です。又、利用者の休みが多く、処理作業等に職員が入る事が多くなっています。

ハウス内の結露対策も今後必要だと思います。

・令和８年度の目標は、900万円。

・物価高騰による製品単価の改定。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

フクハラ 534,808 305,578 339,760 94,492 142,120 296,344 438,094 580,006 620,020 589,888 640,918 655,984 ¥5,238,012

摩周湖

Ａコープ
44,982 40,878 35,937 30,591 42,660 46,494 27,999 3,915 ¥273,456

ホクレン商事

Ａコープ 21,438 82,863 63,072 56,808 73,710 ¥297,891

川湯の森

病院
22,572 22,366 22,777 15,492 22,777 12,312 17,236 24,829 19,083 19,699 22,674 24,060 ¥245,877

しらかば 4,962 7,386 4,513 7,238 6,141 5,218 5,627 7,731 6,314 6,827 6,896 5,782 ¥74,635

ビック

リッキー
35,316 49,734 43,848 46,440 10,260 38,232 55,080 28,080 48,762 11,772 27,000 29,052 ¥423,576

まるはち

食堂
5,100 9,500 8,000 9,000 14,000 14,500 11,500 4,950 4,400 4,400 9,350 6,600 ¥101,300

道の駅 57,280 70,449 68,320 56,434 81,847 114,179 86,277 52,379 36,851 42,564 43,854 50,659 ¥761,093

振興公社

瀬川食品
18,000 1,400 0 2,800 4,200 29,240 2,800 0 8,400 4,200 4,200 0 ¥75,240

ぴゅあ

めいど
5,499 3,843 7,497 6,840 4,845 4,811 1,870 2,618 7,786 3,332 1,292 4,250 ¥54,483

源平 5,000 10,000 7,000 13,000 11,000 14,000 12,000 4,400 3,300 5,500 6,600 9,900 ¥101,700

その他 16,200 13,500 9,940 2,700 6,730 6,804 19,850 10,650 23,300 10,150 15,000 14,150 ¥148,974

合計 ¥749,719 ¥534,634 ¥547,592 ¥285,027 ¥346,580 ¥582,134 ¥678,333 ¥740,996 ¥861,079 ¥761,404 ¥834,592 ¥874,147 ¥7,796,237



 

 

令和 7年度 事業報告 

就労継続支援事業所 B型事業所 すまいる B 事業報告 

施設長  平野 学 

 

 

1．利用者定員 

（１）利用定員 ２０名（登録者数１８名） 

 

   

2．生産活動 

  弟子屈ラーメンの仕入れ販売 

便利屋（掃除、草取りその他） 

ペットのおやつ製造・販売 

農作業・掃除の委託作業（R5～） 

医農福連携事業の開始（野菜栽培・販売） 

 

 

3．レクリエーション活動 

  年二回親睦会（バーベキュー等） 

  5 月 花見 

  その他 バーベキュー・ショッピング 

 

 

4．利用者へのサービスの向上と働きやすい職場環境つくり 

 

職員向け各種研修の実施 

 

職員会議 

  ・利用者さんの個別会議や業務内容について課題の解決策や、実践の為の具体策を検

討するなど、業務の内容全般の目標及び見直しを行う。 

    

その他、職員間において 

   オープンな関係を作り、互いに遠慮なく意見を出し合い、仕事量の偏りがないか確

認し合う。 

また、休暇や早退も互いに協力して取り合い、ワークライフバランス（仕事と生活

の調和）を目指す。 
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令和７年度  

就労継続支援 B 型事業所 ぬくもり弁当 事業報告 

 

１.事業内容  

 1）弁当製造販売（町内・南弟子屈・磯分内・標茶他） 

  ◎販売実績は、下記の通り。前年度より約 25%アップ 

 ※令和 7 年度 実績                             

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

個数 809 1,066 1,303 1,498 1,261 1,493 1,661 1,130 840 940 1,043 952 13,996  
（参考） 令和 6 年度 実績 11,144 

 

  2）受託業務事業（川湯の森病院 清掃作業） 

   ◎週 5日（土日を除く）、利用者・職員 3名で実施。  

    特におおきな問題等なく実施する事ができた。 

   ◎オリエンタルランド苺の箱折作業（午前 20分 午後 30分）2名～3名で実施。 

    問題なく実施する事ができた。  

 

  3）レクリエーション活動の実施 

   ◎日常の作業活動から離れ、リフレッシュと利用者・職員間の交流を目的に実施した。 

年 4回（新年会含む）行い 利用者の笑顔がたくさん見られ、楽しいひと時を過ごす

ことができた。 

 

  4）利用者支援に関する業務全般（更新手続き・個別支援計画の作成等） 

   ◎利用者に対して、不利益が生じないよう遅滞なく支援することができた。 

 

  5）年２回の避難防災訓練の実施 

◎下記の通り、実施済み。特に問題等はなかった。 

実施日 訓練時間 訓練内容 参加人数 避難完了時間 その他 

令和７年 

12 月 25 日 

13:30～13:40 火災想定避難

通報消火訓練 

7 名 

（利用者 4、職員 3） 

1 分 25 秒 消防署職員 

立ち合い有り 

令和 8 年 

3 月 31 日 

13:25～13:40 地震災害火災

想定避難訓練 

7 名 

（利用者 4、職員 3） 

1 分 15 秒 消防署職員 

立ち合い無し 

 

  6）消防設備点検の実施 

  ◎令和 7年 7月 10日、㈱大栄電業により実施済み。指摘事項なし。 

尚、弟子屈消防署による立入検査は、令和 7年 6月 10日に実施済み。 
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２.営業日及び営業時間 

  ◎営業日は、原則、月曜日から金曜日（祝祭日・お盆・年末年始は除く）。 

◎開所時間、及び営業時間は、午前８時００分から午後４時４５分で実施。 

※令和 7 年度 開所日数 実績                        （日） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

日数 22 20 22 21 17 21 23 18 21 19 18 20 242
 

（参考） 令和 6 年度 実績 243 日 

 

３.利用定員  ２０名 令和７年度実利用者数：１１人（令和６年度：１１人） 

※令和７年度 利用者延べ人数 実績                     （人） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

人数 135 108 139 132 139 139 134 101 132 125 118 156 1,558
 

（参考） 令和 6 年度 実績 1,279 人 

 

４.従業者の人数（令和８年 3 月 31 日現在） 

・管理者１名・サービス管理責任者１名・生活支援員 1 名・職業支援員１名 合計 3 名   

（参考） 令和 6 年度 実績  3 名 

 

５.就労支援事業 年間収益実績 ※（）内は、目標値 

弁当事業：8,719,830 円（ 7,500,000 円）、受託業務：2,462,832 円（ 2,500,000 円） 

  就労支援事業収益合計：11,182,662 円（ 10,000,000 円） 

 ※弁当事業において、利用客の移動等の変動があったが、毎月の営業強化、屈斜路プリン

スホテル（夏季・冬季）、工事現場等への配達増加で年間収益は前年度比+約 15％となる。 

 

６.支援内容 

  （１）心配事や悩み等を話しやすい・聞きやすい環境の整備。    

  （２）作業への意欲を高める支援を行う。    

  （３）みんなが協力しながら作業に取り組めるような雰囲気・環境の整備。 

  （４）一人ひとりの障害特性、疾病を理解した上で尊重する。 

  （５）互いに協力し合えるように支援する。 

    

７.個別支援計画 

  ①アセスメント(課題整理) 

  ◎利用者の思い(目標)を確認し、本人が抱えている課題を整理しながら、潜在的な能力、

働く力を最大限に引き出すことのできる支援を行った。 

  ②モニタリング(評価) 

  ◎利用者の“思い”を実現するために個別支援計画が「計画通り実施はされているか、

支援内容は適切なのか、問題はないのか。」等を本人、職員、関係者等で確認を行った。 
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管理者：幸村 理史

１：運営状況 ＊給付対象事業
【指定共同生活援助事業】
■てつなぎ荘　　　　定員7名　　7名入居　（令和8年3月末日）
■てつなぎ抱夢　　定員5名　4名入居　（令和8年3月末日）
■ほんわかホーム　定員6名　6名入居　（令和8年3月末日）
全3施設定員18名　17名利用（令和8年3月現在）

【指定短期入所事業】　（てつなぎ荘にて実施）　定員1名
稼働率　21％（78/365日）

＊給付対象外事業
：生活困窮者一時預かり事業　（定員1名　随時対応）
　事前予約にて随時対応
：生活困窮者（有料ショートステイ）事業
　支給決定外の方を対象に運営
　事前予約にて随時対応

２：サービス体制 ＊職員配置数及び業務内容
■管理者　1名
■サービス管理責任者　1名
■生活支援員　3名
■世話人　4名 ※ 兼務・重複含む
：早出（7時30分～16時15分、生活支援、受診対応など）
：遅出（9時15分～18時、生活支援全般）
：日勤（土日祝、8時45分～17時30分）

＊食事提供体制　（平日の夕食）
　調理員　2名　交代制で対応（不在時は当日担当職員にて食事提供）
＊ 土日は利用者への買い物送迎等対応

３：共通業務 ：個別支援計画策定
：生活支援全般（相談対応、助言、残存機能活用援助など）
：施設維持管理
：各種申請（各種手続き代行）
：記録整備管理事務全般
：館内清掃（共有部及び建物外周）
：生活支援員の食事提供　①平日朝食、②土日の朝夕食、③年末年始
：休日の対応
：利用者の余暇支援（外出行事など）
：利用者の受診・買物支援
：各町内会の行事に参加
：消防訓練、避難訓練

４：問題点と今後の課題
・食事提供の調理員2名が高齢であり、代替人員の計画的な配置が必要。
・通院付き添い対応が定期的にあることから、職員の人繰りについて検討の必要あり。

＊感染症等への対応
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　新型コロナウイルスやインフルエンザ等、感染症への予防対策を継続しているが、完全な封じ込めは不可
能であるため、日々利用者の健康状況を把握し、早期の体調異常を察知する体制をとっている。
　集団感染・クラスターの発生を未然に防ぐべく、対応をとっている。

ＧＨてつなぎ荘事業　令和７年度事業報告書




